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 N95はディスポーザブルが原則であり､除染は PPE不足の危機を解決するものではない｡以下の情報は COVID-19の 
パンデミック時を想定して検討されている。N95除染の有効性と安全性は完全には解明されていない。 

 
以下に示す内容は 1 例であり､具体的な対応は医療施設によって異なるため、実施する前に施設内で協議すべきであ

る。N95 除染法として活用できるが､施設内の除染法と互換性がない場合がある。 
 
DONNING（着用法）  
着脱によって N95 のフィット性が低下する可能性がある。 

ある研究では、着脱のたびにフィット率の低下が認められ、 
5 回の着用後は、基準となる値を下回った。 

 
1. 先端が柔らかい油性ペンで､あらかじめ N95 に 

｢氏名と所属｣を記載しておく｡ 
2. 手指衛生を実施する｡ 
3. 除染済みの N95をパッケージから取り出す｡ 
4. ゴム紐の損傷や伸びすぎがないかを確認し、 

損傷等がある場合は廃棄する｡ 
5. 使用回数が分かるよう、N95に印(マーク)を記入する｡ 
6. 装着後は必ずシールチェックを実施する｡ 

 
 

DOFFING（脱衣法） 
不適切な脱衣は曝露の原因となるため､適切な脱衣を心がける。 

 
1. 脱衣する場所に､｢氏名と所属｣を記入した通気性のある 

袋をあらかじめ準備しておく｡ 
2. 清潔な手袋を着用する｡ 
3. 推奨されている方法に従って N95 を外す｡ゴム紐のみを 

持ち、N95 の表面に触れないよう注意する｡ 
4. N95 内側に汚染の可能性のあるゴム紐などを接触させない｡ 
5. 外した N95をよく目視確認し、損傷、汚れなどがある場合

は廃棄する｡ 
6. N95を通気性のある袋に入れ、袋は指定された場所に置く｡ 
7. 手袋を外し､手指衛生を実施する｡ 

 

http://jrgoicp.umin.ac.jp/ppewg/n95decon/en/200417_N95DECON_Decon_or_Dispose_v1.0_final.pdf  

清潔手袋を使用したシール チェック 

マスクの上に両手
を置き、息を吸って、
マスクが顔にしっか
りと密着しているか
どうかを確認する｡ 

両手を N95 の上
に置き、息を吐く。
漏れを感じる場合
は、N95 が密着して
いない。 

病院では N95 へ使用者が分かるように
ラベルをつけている｡ 

N95のラベリング 

清潔手袋を使用した N95の脱衣 

使用済みのマス
クの前面に触れな
い ! 汚染されてい
る可能性がある。 

下のゴム紐を頭の
後ろから引っ張り、
続いて上のゴム紐を
N95 に触れないよう
に引っ張って取り外
す。 




